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研究要旨：最近は世界的にも各希少疾患について前向きに症例を登録するレジストリ

ー研究が行われ、その中から多くの知見をえている。自己免疫性膵炎、IgG4 関連疾患

について前向きデータベース作成について当大学を含めた有志の施設で前向きのウ

ェブデータベースを作成し登録を開始した。今後全国規模での症例集積・前向きデー

タベース作成に向けてのパイロットスタディとなることが期待される。 

 

Ａ．研究目的 
自己免疫性膵炎に対するウエブを用い

たデータベースの作成。 
 

Ｂ．研究方法 
当大学では急性膵炎の臨床データを全

国規模で集積する前向き観察研究
（UMIN000025468）を開始している。本研
究では NCD（National Clinical Database）、
JACVSD（成人心臓血管外科手術データベー
ス）などのデータベースの作成の中心的な
役割を果たしてきた当大学医療政策・管理
学教室の宮田裕章教授との共同研究のも
とに研究立案・運用を行っている。本研究
同様に IgG4 関連疾患・自己免疫性膵炎に
関するウェブデータベースを作成した。 
（倫理面への配慮）慶應義塾大学倫理委員
会（承認番号 20160038）および協力施設
での倫理委員会での承認を得て研究を開
始している。 
 
Ｃ．研究結果 

IgG4 関連疾患、自己免疫性膵炎に関す
る多くの臨床研究ならびに調査研究にお
ける臨床情報パラメーターを集積し、実際
に運用するにあたっての入力する医師の
負担などを鑑みて必要な項目数を 100 項
目程度まで減らした。診断に至るまでの過
程を十分配慮し、治療・再燃の内容、糖尿
病との関連データの入力により、厚生労働
省診断基準、Mayo 診断基準などが自動計
算される工夫をした。データベースの作成

にあたって、宮田教授を含めた共同研究者
とともに数回の修正を経て、現在当大学と
有志施設で症例登録を開始している。本デ
ータベースの有用性を示し、今後の全国規
模のデータベース作成の礎になることを
期待している。 
 
Ｄ．考察 
現在は closed の施設でパイロットスタデ
ィとしているが、今後さらに内容の改善・
討論を経て全国規模の多施設での集積が
可能となれば将来的に非常に有用なデー
タベースになることが期待される。 
 
Ｅ．結論 
 IgG4 関連疾患、自己免疫性膵炎のウェ
ブデータベースを作成し運用を開始した。 
 
Ｆ．健康危険情報                     
  なし 
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